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I.目 的 現 在 ,生 活や農業,工 業排水が水質汚染問題 を引き起 こ し,人 の健康や

生態系に悪影響 を及ぼす ことが危倶 されている。そこで本研究では,季 節によ り水

量が大 きく変化す る農業排水が水環境 に どのよ うな影響 を及ぼすのか とい うことに

着 目した調査 を行 つた。調査 を行 つたのは岐阜県安八郡輪之内町である。輪之内町

は町全体が輸 中堤で囲まれた閉鎖水域 となつている.揖 斐川か ら汲み上げ られた水

は農業用水 として圃場 を経 由 して排水 され,町 内か ら排出 され る工業排水や生活排

水 と共に排水河川 を流れ,最 終的 にはその殆 どが再び揖斐川 に排水 され る。輸中 と

い う閉鎖 された地域 における水の流入 ・流出は把握が容易で,そこを流れ る河川の水

質変化は町内での原因に特定できるため,水 質分析 をす るのに適 した地域であると

の理 由か ら輪之内町 を調査地に選定 した。

工.調定項 目及び方法 調 査地区内にお ける全排水河川(西江川 ,中西江川 ,中江川,

東江川)の最上流,中 流 ,最 下流及び合流部な どに計 18箇 所,圃 場整備済み地区・

未整備地区の上下流 に各 1箇 所ずつ,4河 川が流れ込む大縛川 ,揚 水機場,排 水機

場の計 25箇 所 を選定 し,調 査地点 とした。また,水 位の時間的変化 を知 るために

東江川 中流 に水位 計を設置 した。現地調査では,周 辺環境調査,水 深 ,流 速,気 温,

水温, pH,EC,DOの 各項 目を測定 した,室 内実験では,全 蒸発残留物,CO

D,T‐ N,T‐ Pに ついて分析 した,測 定は,稲 作の栽培 スケ ジュール にあわせて

題滋期(中干 し前,中 干 し中,中 千 し後)と非濯漑期(濯漑前,収 穫前,収 穫後)の計 6

回行 つた。

I.結 果 及 び者 窯  水 質調査の結果,汚 濁は工場排水や生活排水,農 業排水な ど

の流入 日付近だけでな く,藻 の繁茂 している場所や生物の死骸 が大量に存在す る駿

みな どで も確認 された。地区全体でみ ると各河川 の上流 または中流域 において汚濁

された水は,下 流 にはあま り影響 を及ぼ していなかつた。 これは,地 区全体が平地

であ り河川 には殆 ど流れがなかったために,汚 濁源付近に汚水が滞留 していた こと

や,下 流 に行 くほ ど水量が多 くなつているため希釈効果が働 いた とい うことが考え

られ る。河川 ごとにみ ると,水 深が浅い河川では汚濁状況に時間的空間的ば らつ き

が強い傾向がみ られたが,水 深の深い河川では,ば らつきは比較的少 なかつた。ま

た,季 節 ごとにみ ると,濯 概期 よ り非灌滋期のほ うが全体的に水質が悪 く,非 灌概

期中において も濯滋前 よ りも収穫後 のほ うが各測定項 目で非常に高い値 を示 した,

これ らの ことか ら,水 質は水深,つ ま り水量に最 も左右 されやすいことが分かる.

また,農 業排水は,濯 滋期 においては希釈効果 を発揮す るが,非 濯概期 においては

暗渠か らの肥料な どの溶脱 によつて水質の悪化 を招いていることが考 え られ る。以

上の結果か ら,調 査地域 において,汚 濁源付近 に重点 をおいた汚水対策 を講 じるこ

とが効率 よく水質 を改善す る近道になると思われ る。
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